
私学経営研究会（教頭部会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究目標  管理職の視点から 今と明日を考える 

 

２．会  期  ７月２８日(日)･２９日(月)･３０日(火)の２泊３日（現地集合・現地解散） 

 

３．会  場  山翠楼（神奈川県奥湯河原温泉） 

〒259-0314 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上６７３ 

         ＴＥＬ：0465－63－1111  http://www.sansuirou.co.jp/ 

（裏表紙ご案内図を参照ください。） 

 

４．参加対象  副校長、教頭及びこれに準ずる教諭 

 

５．募集定員  ６０名 

 

６．参 加 費  １名につき ５０，０００円 

（３名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費、懇談会費） 

 

７．日  程  ７月２８日（日）１３：００受付開始  １３：３０より開会式 

        ７月３０日（火）１１：３０閉会式終了予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会環境の変化や政府･文科省による教育改革の動きにより、多くの学校では｢課題山積｣と

いうのが現実ではないかと思います。 

各学校の教職員の構成を見ますと正規教職員、有期契約教職員や短期の派遣教職員等々の複

線的で多様化した雇用の現状が見られます。そして、昨年の労働契約法の改正に伴う｢雇止め｣

の問題、派遣法改正に伴う派遣先に課せられる義務等についての対策が喫緊の課題であるとい

う現場もあろうかと思います。 

 また、現在、政府は教育に関する様々な改革を打ち出しており、第２期教育振興基本計画(答

申)の中には、デュプロマプログラム(DP）の一部科目を日本語で行う日本語デュアルランゲー

ジデュプロマプログラム(日本語 DP)の開発を行うとあり、計画の一部に着手し進行している

現状もあるようです。 

 そこで、労働契約法の改正による問題点や国際バカロレアの日本語 DP について、皆さまと

共に理解を深めて行きたいと考えております。今回の研究協議会では、「管理職の視点から今

と明日を考える」という目標を掲げ、企画いたしました。 

 この会を通じて、業務遂行する上で皆さまの参考となり、また、情報交換やネットワークづ

くりの場として活用していただければ幸甚に存じます。 

 たいへんご多忙な折とは存じますが、一人でも多くの方々にご参加いただきたくご案内申し

上げる次第でございます。是非、奮ってご参加ください。 
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http://www.sansuirou.co.jp/


 

８．研究内容 

① 講演Ⅰ 

演 題  改正労働契約法、派遣法の概要と注意点 

  内 容  労働契約法の改正、労働者派遣法の改正等について 

講 師  鈴木勝利 弁護士 名川・岡村法律事務所所長 

     渡邉 迅 弁護士 名川・岡村法律事務所 

     沖山延史 弁護士 名川・岡村法律事務所 

  ≪プロフィール≫ 鈴木勝利：明治大学法学部卒。昭和４８年４月弁護士登録。元関東弁護

士会連合会理事。元学校法人明治大学理事。現在、学校法人東京音楽大学理事長、株式会

社戸田建設社外監査役。学校法務を専門として取り扱う。著書･論文多数あり。 

   渡邉 迅：早稲田大学法学部卒。平成１８年１０月弁護士登録 

   沖山延史：慶應義塾大学法学部卒。平成１９年１０月弁護士登録 

 

 ② 講演Ⅱ 

演 題  グローバル人材育成に挑戦 

   内 容  国際バカロレア教育＝日本語 DP(デュプロマプログラム)等の紹介 

   講 師  大迫弘和 広島女学院大学 国際教養学部客員教授  

国際バカロレア調査研究室長  

  ≪プロフィール≫ 東京大学文学部卒。1987 年～1991 年在英の後、千里国際学園中等部高

等部校長・学園長等を歴任。現在、IB Japan Advisory Committee 委員、広島女学院大学

国際教養学部客員教授(国際バカロレア調査研究室室長)等。国際バカロレア教育の分野で

日本での主導的な役割を果たし、近著『国際バカロレア入門－融合による教育イノベーシ

ョン』(学芸みらい社 2013)は注目を集め、その他の著書に『My Name Is･･･こどもたちの

よき海外体験のために』(影書房 1994)、『がっこう』(かまくら書房 2012)等がある。 

 

③ 分科会Ⅰ 講演Ⅰのテーマに係る３つの分科会となります。 

 

④ 分科会Ⅱ (ア) 教頭の任務 

(イ) 教員人事と校務分掌 

(ウ) 学校の危機管理（震災及び事故への対応等） 

(エ) 労務管理 

  ※分科会では、１０～２０名前後の３つのグループ別に情報交換や意見交換を行います。 

 

９．そ の 他   

① 参加のお申込みをいただきました先生方に、事前アンケートを送付いたします。分科会で

の資料となりますので、ご協力をお願いいたします。 

 ② 可能であれば、６月２８日(金)までに貴校の校務分掌、及び年間行事予定表を各１部、東

京私学教育研究所・教頭部会担当宛てにお送りください。お送りいただきました資料は、当

研究所で印刷し、当日会場で配付いたします。是非ともご協力をお願いいたします。なお、

当日の持込みはご遠慮ください。 

 ③ 今年度は、客室を禁煙・喫煙可と分けます。客室外で喫煙する場合は指定の場所でお願い

いたします。 

 

10．委  員（順不同） 

  委 員 長 平 方 邦 行（工学院大学附属）   笠 井 淳 三（獨 協） 

  副委員長 大 場 一 人（立正大学付属立正）   山 岸 悦 子（立教女学院） 

副委員長 江 川 昭 夫（佼成学園女子）   跡 部   清（成 蹊） 

       住 川 明 子（跡 見 学 園） 


